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火山

タンクローリーの事故による流出・火災

反応暴走

LNGタンクの全面火災

高潮・台風・風浪

津波による施設の破損・流出等の被害

プラント爆発火災

ボイルオーバー

船舶からの油の流出・火災

ガスの大量流出・拡散

石油の海上流出・拡散・火災

石油等の大規模流出・火災（陸上）

BLEVE及びファイヤーボール

想定している大規模災害（N=35,重複あり）
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平成３０年度石油コンビナート等防災体制検討会報告書（概要）

１ 検討会の背景

アセスメント指針の改定以降、石油コンビナート等防災計画の災害想定や、災害想定に基づく予防対策・応急体制が、東日本大震災

やその後に発生した大規模災害を反映したものとなっているか確認した。

２ 検討会の概要

３ 防災計画の現状（抜粋）

（1）石油コンビナート等防災計画に関する調査分析

（2）石油コンビナート等防災本部の防災訓練に関する調査分析

防災計画・訓練の実態把握 

事例の収集・整理 

（3）優良事例の抽出

↓ 

検討会の意見を付し 

水平展開 

□内は改定アセスメント指針に大規模災
害として例示されているもの

※未実施の５本部
においても見直しを
予定している

〇防災本部の大規模災害対応力を強化するため、消防庁では取
り組みを進めてきた。

・「石油コンビナートの防災アセスメント指針」の改定（平成25年３月）

・「石油コンビナート等防災本部の機能強化のための訓練の充実について」
（平成27年３月30日付け消防特第44号）

〇一定期間が経過し、各防災本部の取り組みがどのように変わっ
たかの確認が必要であり、また、優良な事例があれば、有識者等
の意見を添えて、水平展開していくことが、防災本部の機能強化に
有意義。

アセスメント指針の改定以降における災害想定の見直し状況

ほとんどの防災本部が災害想定の見直しを実施している

資料４－２



４ 防災訓練の現状（抜粋）

５ 防災計画に基づく取り組みの参考となる事例

 災害等に関する基礎知識が習得できる手引き書の作成
【神奈川県・千葉県】

 担当外の職員等でも初動対応が可能となる対応事例集の作成
【神奈川県】

 情報の収集、共有を目的としたクラウド技術を活用したシステム
の構築 【徳島県】

 住民広報に際して具体的で必要かつ十分な情報の提供を行うた
めの指針の策定 【新潟県】（別紙１）

 円滑な住民避難のための、事業所の防災に対する取り組みの情
報提供 【神奈川県】

 防災計画の実効性を確保するための防災本部による計画の進
行管理 【神奈川県・大阪府】

６ 防災訓練の参考となる事例

 全機関がシナリオの企画段階から参画し、調整の機会を通じて顔
の見える関係の構築、災害対応の手続きの確認を行っている。
【和歌山県】

 人事異動を考慮し、年度の初めに基礎的な訓練を、その後シナリオ
非提示型訓練を行うなど、ステップアップさせている。 【神奈川県】

 訓練を課題の検証の場として活用している。【千葉県】

 外部の者を訓練の評価者とし、外部の意見を積極的に取り入れて
いる。 【神奈川県・三重県】（別紙２）

 訓練に政府機関が開発した新たな技術を取り入れるなど、チャレン
ジングな取り組みを行っている。 【三重県】

防災訓練の実施回数

※実施回数０回の防災本部

・ 2～3年に1度の頻度で実施

・ 災害の発生により中止

石油コンビナート等防災計画に基づく防災訓練のうち、防災本部が関わる防災訓練について、実施状況や防災本部の関わり方、

標準災害シナリオの活用状況等を調査した。
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地震（津波あり）の複数災害

地震（津波あり）の単独災害

地震（津波なし）の複数災害

地震（津波なし）の単独災害

平常時の複数災害

平常時の単独災害
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想定した災害

各防災本部では、防災計画に基づき、工夫を凝らしたマニュ
アルづくりや体制整備がおこなわれている。

各防災本部では、限られた予算、人員の中で地域特性に応じ
た訓練が行われている。

ほとんどの防災本部で地震による災害を想定した訓練が年１回
以上実施されており、大規模災害への備えがなされている



別紙１災害時に行動できるよう具体的な計画が策定されている事例 【新潟県】

〇石油コンビナート災害時の住民広報マニュアル策定指針

○ コンビナート災害時の広報案文（有毒ガス発生の場合）

※広報フローチャートと対応

① 事故発生の広報（第１報）

こちらは、○○市町（事業所、警察、消防等）です。

○○化学○○工場で、□□時◇◇分、火災・爆発・○○等事故が発生しました。

現在、市町は事故の状況など、詳しい情報の収集にあたっています。

（今のところ、有毒ガスの発生などの情報はありませんが、）

市・町民の皆さんは、無用な外出は控え、今後の市町からのお知らせや、消防、警察の

情報や指示に注意して下さい。

今後、新たな情報が入り次第、お知らせします。

（以上、繰り返し）

こちらは、○○市町（事業所、警察、消防等）でした。

② 事故状況等の広報（第２報以降）

こちらは、○○市町（事業所、警察、消防等）です。

○○化学○○工場の火災・爆発・○○等事故の概要についてお知らせします。

【事故状況の概要】

今後も、新たな情報が入り次第、お知らせします。

（以上、繰り返し）

こちらは、○○市町（事業所、警察、消防等）でした。

③ 有毒ガス発生のおそれの広報（屋内退避）

④ 有毒ガス発生についての広報（避難勧告・指示）

○○化学○○工場の火災・爆発・○○等事故は、（まだ火災が延焼中ですが、）

現在のところ有毒ガスの発生などの情報はありません。

引き続き、市・町民の皆さんは無用な外出は控え、今後の市からのお知らせや、消防、

警察の情報や指示に注意してください。

有毒ガス（○○ガス）が発生するおそれがありますので、○○地区の皆さんは、念のた

め、屋内退避し、窓や出入口を閉めてください。

有毒ガス（○○ガス）が発生していますので、○○地区の皆さんは、直ちに○○道（避

難経路）を通って○○小学校（避難所）へ避難してください。

避難するときは、濡らしたタオルやハンカチなどで口や鼻を覆い、姿勢をできるだけ低

くしてください。（塩化水素等の場合）

５ 広報ツール 
  ○広報フローチャート（有毒ガス発生の場合） 
 

状況に 
応じて 

状況に 
応じて 

有毒ガス発生が確実 

事故発生覚知 
（通報） 

①事故発生の広報 
（第 1 報） 

情報収集 

②事故状況等の広報 
（第 2 報以降） 

有毒ガスの発生 
状況の把握 

④有毒ガス発生に 
ついての広報 

（避難勧告、指示） 

⑤事故終息の 
見込みの広報 

⑥事故終息の広報 

③有毒ガス発生の 
おそれの広報 
（屋内避難） 

情報収集 

ガス発生のおそれあり ガス発生のおそれなし 

終息の見込み 

終息 



第三者による評価を積極的に取り入れている訓練の事例 【神奈川県】 別紙２

第三者による評価

〇石油コンビナート等防災訓練の概要

評価者

評価者
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